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すでにドイツ自動車産業において1980年代に「組立てしやすい設計開発」努力として「モジュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー45一
一ル組立て方式」が注目され、これが組立て作業の自働化・機械化障壁を克服する努力として知
られてきた。しかし、1990年代に入って、この自動車のモジュラー化構想の下でより大きく前進
するところとなった。ドイツの自動車メーカーは、世界の自動車産業のうちでこのモジュラー化
構想をもっとも大胆に進めていることで知られており、これがドイツ乗用車メーカーの国際競争
力の強化に大きく貢献していることが世界的な注目と議論を集めている。本研究は日本ではモジ
ュラー化の動向は主としてITビジネスとの関連で取り上げられ、自動車ビジネスではほとんど取
り上げられることのないモジュラー化の動向を取り上げて、競争力の強化にとってこのモジュラ
ー化が有する意味を解明することを主たる目的としていた。
　研究初年度にあたる2002年度には、当初、日本の自動車メーカー（日産と富士重工業）へのイ
ンタビュー調査を計画していたが、日程の調整がつかず断念せざるを得ないこととなった（その
ためこの研究計画に盛り込まれていた自動車メーカーへのインタビュー調査は03年度に実施する
予定である）。そこで最近、ドイツで公表され、注目されている、同テーマに関する産業社会学的
実態調査を中心とした文献サーベイを中心として行い、ドイツ乗用車メーカーのモジュール化へ
の取組み状況を把握・整理するとともに、その意味するところの理論的解明を試みた。しかし、
その結果、当初大きな期待が寄せられてきたモジュラー化が近年ではマイナスの作用が認識され
るようになり、とくにプラットフォームの統合化と結び付けて展開されてきたモジュラー化が一
部修正されつつあることを確認することができた。こうした研究成果の一部は、2002年7月に経
営研究所「自動車産業を中心とする日本の生産システム将来像研究会」（コーディネーター：下川
浩一・藤本隆宏）’において「ドイツの車づくりと生産システム」として報告し（同報告は同一テ
ーマで『マネジメント・トレンド』Vbl．7　No。3、2003年1．月、22－33頁に所収）、また「グロ
ーバリゼーションの進展と生産システムの革新」（日本経営学会編『21世紀経営学の課題と展望』
（経営学論集72集）千倉書房、2002年9月、17－29頁）として発表した。
一46一
